
私
た
ち
山
岳
部
は
５
月
の
県
大
会
を
経
て
、

６
月
に
鈴
鹿
で
行
わ
れ
た
東
海
大
会
で
男

女
そ
ろ
っ
て
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
登
山
の

大
会
は
２
日
間
や
３
日
間
の
大
会
期
間
が
丸
々
審

査
さ
れ
、
体
力
、
知
力
、
技
術
力
、
チ
ー
ム
力
な

ど
を
競
い
ま
す
。

今
年
は
女
子
チ
ー
ム
が
初
め
て
正
式
に
結
成
で

き
ま
し
た
。
東
高
か
ら
女
子
が
初
出
場
と
い
う
こ

と
で
前
例
が
な
か
っ
た
こ
と
が
不
安
で
も
あ
り
ま

し
た
が
、
一
方
で
は
＂
挑
戦
者
”
だ
と
い
う
気
持

ち
を
持
た
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
も
事
前
準
備
も
男
子
と
同
じ
よ
う
に
や
っ
て

サ
ッ
カ
ー
部
主
将
の
大
村
海
太
で
す
。
日
頃
、

厚
い
ご
支
援
、
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
僕
た
ち
、
サ
ッ
カ
ー
部
は
県
制
覇
を
目

標
に
か
か
げ
練
習
に
取
り
込
ん
で
い
ま
す
。
現
在

１
年
生
27
人
、
２
年
生
40
人
、
３
年
生
23
人
の
計

90
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

新
人
戦
で
優
勝
、
プ
リ
ン
ス
リ
ー
グ
で
は
２
試

合
を
残
し
て
３
位
の
位
置
に
つ
け
て
い
ま
す
（
10

き
た
の
で
初
出
場
な
が
ら
良
い
結
果
が
残
せ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

大
会
で
あ
っ
て
も
私
達
が
山
へ
行
く
の
に
は
普

段
の
山
行
と
何
ら
変
わ
り
な
く
、
や
は
り
一
番
大

事
な
の
は
山
を
楽
し
む
こ
と
で
す
。
今
回
は
本
当

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
部
活
と
し
て
も

勝
っ
て
終
わ
れ
た
私
達
３
年
生
は
本
当
に
幸
せ
だ

と
感
じ
ま
す
。
応
援
し
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
す

べ
て
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
女
子

チ
ー
ム
は
さ
ら
に
成
長
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

３年
長谷川　真希

３
年

大
村　

海
太

山
岳
部
女
子

サ
ッ
カ
ー
部

月
１
日
現
在
）。
し
か
し
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
あ

と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
全
国
を
逃
し
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
あ
の
試
合
以
降

チ
ー
ム
の
意
識
も
高
ま
り
、
よ
り
厳
し
い
環
境
で

練
習
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

今
年
で
全
国
大
会
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
５
年
に
な

り
ま
す
。

し
か
し
今

年
の
選
手

権
で
必

ず
全
国
に

行
き
、
全

国
の
舞
台

で
躍
動
す

る
僕
ら
の

姿
を
お
見

せ
し
た
い

と
思
い
ま

す
。
こ
れ

か
ら
も
よ

り
一
層
の

ご
声
援
よ

ろ
し
く
お

願
い
し
ま

す
。昭

和
40
年
卒
（
38
回
）
３
年
７
組

（
37
Ｈ
）
＝
４
月
27
日
、
藤
枝
駅
北

口
の
居
酒
屋
「
藤
枝
市
場
」
で
開
催
。

６
年
前
の
学
年
全
体
会
の
際
、
集

ま
っ
て
以
来
と
あ
っ
て
、
出
席
者
は

47
人
中
、
23
人
と
ク
ラ
ス
の
ほ
ぼ
半

数
を
数
え
ま
し
た
。
中
に
は
岡
山
県

や
岐
阜
県
と
い
っ
た
県
外
在
住
者
の

元
気
な
顔
も
。
久
々
の
再
会
で
し
た

が
、
乾
杯
で
の
ど
を
潤
す
と
、
一
気

に
東
高
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
、

ま
と
ま
り
の
な
い
話
の
渦
が
あ
ち
こ

ち
に
で
き
ま
し
た
。
一
段
落
し
た
し

た
と
こ
ろ
で
近
況
報
告
に
移
り
、
確

か
な
第
二
の
人
生
を
確
認
し
合
い
ま

し
た
。
気
の
置
け
な
い
仲
間
と
の
再

会
を
堪
能
し
た
、
連
休
前
の
夕
べ
の

ひ
と
と
き
で
し
た
。

昭
和
38
年
卒
の
第
36
回
卒
業
生
は

卒
業
50
年
を
記
念
し
て
8
月
24
日
㈰

藤
枝
市
内
小
杉
苑
に
お
い
て
同
期
会

を
行
っ
た
。
70
名
の
参
加
で
あ
っ
た
が

健
康
状
態
や
介
護
が
理
由
で
参
加
が

不
可
能
と
い
う
仲
間
が
多
く
そ
れ
な

り
の
歳
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

40
歳
に
な
っ
た
と
き
以
来
10
年

単
位
で
会
を
催
し
て
来
た
。
各
ク
ラ

ス
単
位
で
は
そ
れ
ぞ
れ
毎
年
の
よ
う

に
ク
ラ
ス
会
は
行
わ
れ
て
い
る
が
全

体
の
会
と
も
な
る
と
そ
れ
な
り
の
盛

り
上
が
り
が
あ
り
楽
し
い
ひ
と
時
で

あ
っ
た
。

校
歌
や
応

援
歌
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
が
賑

に
華
を
添

え
た
。

「
集
ま
れ
る
範
囲
で
や
っ
て
み

よ
う
よ
！
」
と
声
を
か
け
て
集
合

し
た
、
昭
和
59
年
卒
（
57
回
）
の

女
子
14
名
。
８
月
17
日
昼
、
藤
枝

駅
近
く
の
「
磯
吉
」
で
、
な
か
に

は
30
年
お
い
て
の
「
お
久
し
ぶ

り
。」
と
は
い
え
、
話
が
は
ず
め

ば
昔
通
り
の
仲
間
た
ち
。

二
次
会
は
学
校
近
く
の
「
葦
」、

締
め
は
東
高
見
学
。
満
喫
し
ま
し

た
。

40

回

１
組
の
ク

ラ
ス
会
が

８
月
31
日

㈯
、「
た

ち
吉
」
で

開
催
さ
れ

ま
し
た
。

別
名
「
か
わ
と
ん
会
」
で
す
。
こ
れ

は
、
河
井
先
生
（
13
年
５
月
逝
去
）

が
担
任
で
し
た
の
で
命
名
さ
れ
た
会

の
名
前
で
す
。
毎
年
２
、８
月
の
２

回
開
催
を
し
て
お
り
、
今
年
で
29
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
皆
、

第
二
の
人
生
に
突
入
し
て
い
る
世
代

で
す
。
毎
年
代
わ
り
映
え
の
し
な
い

顔
を
み
て
飲
ん
で
い
ま
す
。
た
ち
吉

の
高
橋
君
、
あ
り
が
と
う
（
同
じ
ク

ラ
ス
の
一
員
で
す
。）
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
飲
み
ま
し
ょ
う
。（
幹
事
）

今
春
の
卒
業
生
の
大
学
入
試
の
概
要
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。
こ
こ
10
年
間
で
は
最
高
の
結
果
を

残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
国
公
立
大
学
に

１８４
名
（
延

べ
合
格
者
）
合
格
し
、
合
格
率
は
65
％
（
前
年
比

＋
２
・
８
％
）
で
し
た
。

国
立
大
学
に
お
け
る
旧
帝
国
大
な
ど
の
難
関
大

学
（
国
公
立
大
学
の
医
学
科
を
含
む
）
に
は
、
42

名
が
合
格
し
、
東
大
２
名
、
京
大
１
名
、
浜
松
医

科
大
医
学
科
は
４
名
合
格
で
し
た
。
42
名
中
運
動

部（
音
楽
部
を
含
む
）の
生
徒
が
36
名（
85
・
７
％
）

で
あ
り
、
部
活
動
か
ら
受
験
態
勢
に
う
ま
く
切
り

替
え
、
集
中
し
て
学
習
に
取
り
組
ん
だ
結
果
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

東海総体男女優勝した山岳部のメンバー

今
後
の
活
動
計
画

①
毎
年
末
に
翌
年
度
の
行
事
日
程
表
を
作
成
し
ま
す
、
来

年
の
総
会
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
飲
み
会
・
マ
ー
ジ
ャ

ン
会
・
ゴ
ル
フ
会
・
旅
行
会
を
計
画
い
た
し
ま
す
。

②
他
支
部
の
方
で
、
中
京
支
部
の
行
事
へ
の
参
加
大
歓
迎

で
す
、
事
務
局
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

　

転
勤
な
ど
で
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
に
移
住
さ
れ
た
方
は

事
務
局
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

中
京
支
部
事
務
局　
　

木
村
昭
夫（
33
回
︱
昭
和
35
年
卒
）

携
帯
電
話　

０
９
０
︱
７
６
０
０
︱
４
３
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

０
５
６
８
︱
７
０
︱
０
５
２
０

平成25年度　大学別現役合格者数一覧

大学名 現役
北海道 9
東北 3
山形 3
茨城 1
筑波 6
宇都宮 1
埼玉 2
千葉 7
東京 2
東京外語 2
東京工業 1
電気通信 2
横浜国立 1
金沢 5
富山 4
山梨 2
信州 4
静岡 39
浜松医科 5
愛知教育 1
名古屋 12
滋賀 3
京都教育 1
京都 1
大阪 9
奈良女子 1
広島 1
愛媛 1
九州 1
鹿屋体育 1

計 131

【 国　立　大　学 】
大学名 現役

秋田県立 1
会津 2
高崎経済 1
首都大東京 7
横浜市立 2
富山県立 1
山梨県立 2
都留文科 3
静岡文芸 4
静岡県立 22
愛知県立 1
滋賀県立 3
大阪府立 2
大阪市立 2

計 53

【 公　 立　 大　 学 】

大学名 現役
東北薬科 1
獨協 3
文教 1
明海 1
日本保健医療 1
千葉工業 2
青山学院 12
学習院 2
北里 8
工学院 4
杏林 1
慶應 9
國學院 2
国際基督教 1
駒澤 5
芝浦工業 22
順天堂 4
上智 4
昭和 2
成蹊 5

【 私　 立　 大　 学 】

大学名 現役
静岡県大短 8

計 8

【 短　 期　 大　 学 】

大学名 現役
静岡市立静岡
看護専門学校 1

大原法律公務員
専門学校 1

エコール辻大阪
製菓専門学校 1

計 3

【 準大学・専門学校等 】

成城 1
専修 18
大東文化 1
拓殖 1
玉川 5
中央 21
津田塾 3
帝京 3
東海 1
東京経済 1
東京女子 2
東京造形 1
東京電機 5
東京農業 13
東京薬科 4
東京理科 13
東邦 1
東洋 11
日本 26
日本女子 2
法政 27
武蔵 1
東京都市 9
武蔵野 6
明治 29
明治薬科 1
明治学院 14
立教 6
立正 1
早稲田 6
神奈川 17
岐阜聖徳学園 3
静岡理工科 1
聖隷クリストファー 7
常葉 81
静岡英和学院 1
愛知学院 4
愛知工業 2
中京 22

名古屋外語 5
名古屋女子 2
南山 9
藤田保健衛生 2
名城 8
名古屋学芸 2
皇学館 1
京都外語 2
京都産業 3
京都女子 6
京都薬科 1
同志社 19
同志社女子 2
立命館 34
龍谷 7
大阪工業 1
大阪産業 3
関西 8
近畿 12
関西学院 6

計 284

私
は
昨
年
７
月
の
総
会
で
関
東
支
部
長
を
お
お
せ
つ
か

り
ま
し
た
川
合
で
す
。

先
ず
関
東
支
部
の
総
会
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

㊀
藤
枝
東
高
関
東
地
区
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

と
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ

㊁
「
落
語
を
楽
し
む
会
千
南
原
寄
席
」
を
お
江
戸
両
国
亭

に
て
実
施

㊂
ゴ
ル
フ
愛
好
会
を
立
ち
上
げ
、
第
一
回
を
昨
年
10
月
、

年
２
回
を
今
年
4
月
に
実
施
。
第
三
回
を
十
月
に
実

施
予
定
。

現
在
第
11
回
総
会
（
来
年
７
月
実
施
予
定
）
に
向
け
準

備
中
で
、
幹
事
会
を
３
回
開
催
す
る
他
、
企
画
チ
ー
ム
・

イ
ベ
ン
ト
チ
ー
ム
が
検
討
を
進
め
る
予
定
に
し
て
い
ま

す
。
年
齢
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
同
じ
学
舎
で
学
ん
だ
仲

間
が
、
一
堂
に
会
し
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
、
近
況
や
将

来
に
つ
い
て
楽
し
く
語
り
合
う
場
と
し
て
の
同
窓
会
に
す

べ
く
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
関
東
地

区
に
は
未
参
加
の
仲
間
も
沢
山
い
る
と
思
い
ま
す
。
卒
年

に
よ
っ
て
は
一
人
も
参
加
し
て
い
な
い
年
次
も
あ
り
残
念

で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
ま
し
た
の
で
、
よ
り
多

く
の
同
窓
生
が
集
え
る
場
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
合
　
正
矩
（
35
回
）

関
東
支
部

中
京
支
部
＂
藤
愛
会
（
と
う
あ
い
か
い
）”
は
愛
知
・

岐
阜
・
三
重
に
お
住
い
の
同
窓
生
の
方
々
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
支
部
で
は
行
事
へ
の
参
加
者
の
高
齢
化
が
進

み
、
若
い
方
の
参
加
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
各
行
事
に
ご

参
加
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
尚
、
総
会
・
懇
親
会

を
２
年
に
１
度
開
催
し
て
お
り
、
今
年
が
開
催
年
で
９
月

29
日
に
名
古
屋
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
藤
愛
会
活
動
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

①
飲
み
会
は
現
在
ま
で
に
８
回
行
い
ま
し
た
、
今
後
月
１

回
行
い
ま
す
。

②
マ
ー
ジ
ャ
ン
会
は
飲
み
会
の
日
の
昼
間
に
行
っ
て
お

り
、
８
回
行
い
ま
し
た
。

③
ゴ
ル
フ
会
は
年
４
回
予
定
で
、４
月
・
５
月
に
実
施
済
み
、

10
月
・
11
月
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

④
旅
行
会
は
７
月
に
西
浦
温
泉
で
“
ア
ワ
ビ
を
楽
し
む

会
”
を
行
い
ま
し
た
。次
回
は＂
飛
騨
牛
を
楽
し
む
会
”

を
11
月
頃
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
尚
、
海
外
旅
行
も

計
画
中
で
す
。

横
山
　
恵
一
郎
（
29
回
）

中
京
支
部

８
月
３
日
、静
岡
市
内
の
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
に
お
い
て
、

来
賓
の
槇
田
堯
同
窓
会
長
、
松
浦
英
彦
副
会
長
兼
榛
南
支

部
長
、各
務
博
俊
常
任
委
員
兼
事
務
局
長
の
出
席
を
得
て
、

第
２
回
静
岡
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。第
１
回
は
、

平
成
23
年
８
月
20
日
、
ブ
ケ
東
海
に
お
け
る
本
部
総
会
の

際
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
た
め
、
来
賓
以
外
に
52
名
の
出
席

を
得
た
の
で
す
が
、
今
回
は
単
独
で
開
催
し
た
た
め
果
た

し
て
何
人
出
席
し
て
頂
け
る
か
心
配
し
ま
し
た
。
し
か
し

来
賓
以
外
に
第
17
回
（
昭
和
20
年
卒
）
の
増
本
眞
男
会
員

か
ら
第
80
回
（
平
成
19
年
卒
）
の
山
本
翔
太
会
員
ま
で
49

名
の
出
席
を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
、
総
会
後
に
は
こ
の
最

大
63
年
の
世
代
を
超
え
て
和
や
か
な
雰
囲
気
の
下
、
実
に

楽
し
い
一
時
を
過
す
こ
と
が
で
き
、
最
後
に
完
成
ホ
ヤ
ホ

ヤ
の
校
歌
、
応
援
歌
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
高
唱
し
ま
し

た
。次

回
は
役
員
改
選
期
で
も
あ
り
、
平
成
26
年
に
開
催
致

し
ま
す
の
で
、
更
に
多
数
の
会
員
の
出
席
を
お
願
い
し
ま

す
。

河
村
　
正
史
（
39
回
）

静
岡
支
部

支
部
報
告

支
部
の
動
き

５
月
９
日
、
支
部
長
松
浦
宏
長
氏
よ
り
辞
任
の
意
向
が

提
示
さ
れ
た
事
に
伴
い
、
役
員
会
を
開
催
し
、
同
氏
の
辞

意
が
固
い
こ
と
を
受
け
、
後
任
の
選
任
を
速
や
か
に
計
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
副
支
部
長
松
浦
英
彦
を
後
任
支
部
長

と
す
る
案
が
提
案
さ
れ
、
出
席
者
全
員
の
賛
同
を
得
て
同

人
を
支
部
長
に
選
任
し
ま
し
た
。

支
部
の
現
況

当
支
部
内
か
ら
我
が
母
校
へ
の
通
学
者
は
残
念
な
が
ら

多
い
と
言
え
ず
、
更
に
、
卒
業
後
は
出
身
地
に
戻
ら
ず
都

市
部
で
永
住
す
る
ケ
ー
ス
が
過
半
で
す
。
地
元
に
定
着
し

て
い
る
卒
業
生
は
あ
ま
り
多
く
な
い
の
が
実
情
で
す
。

明
年
母
校
は
90
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
当
支
部
に
つ
い
て
も
同
窓
会
本
部
で
計
画

立
案
す
る
記
念
事
業
に
力
強
く
寄
与
す
る
よ
う
、
支
部
会

員
各
位
に
母
校
の
現
況
を
周
知
徹
底
し
、
そ
の
実
効
性
を

確
保
す
る
に
し
ま
し
た
。 松

浦
　
英
彦
（
36
回
）

榛
南
支
部

志
太
中
・
藤
枝
東
高
遠
江
地
区
同
窓
会
（
藤
遠
会　

山

城
睦
会
長
37
回
）
の
総
会
は
本
年
も
10
月
10
日
に
開
催
し

ま
す
。
今
年
で
40
回
目
を
迎
え
ま
す
。
特
別
な
催
し
は
あ

り
ま
せ
ん
が
節
目
で
も
あ
り
ま
す
の
で
よ
り
多
く
の
同
窓

生
の
皆
様
の
出
席
を
勧
誘
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

●
開
催
日
と
会
場
●

平
成
25
年
10
月
10
日
（
木
）　

19
時　

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
浜
松
12
階
明
星
（
39
回 

繁
本
武
雄
様
総
支
配
人
）

中
区
東
伊
場
（
０
５
３
︱
４
５
２
︱
２
１
１
２
）

同
窓
会
情
報
そ
の
他
サ
ッ
カ
ー
等
を
話
題
に
年
配
か
ら
現

役
ま
で
遠
江
所
縁
の
人
達
の
絆
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
く
多

く
の
同
窓
生
の
出
席
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

大
塚
　
義
郎
（
34
回
）

浜
松
支
部

江
戸
川
柳
に
「
暑
い
事
釣つ

る

瓶べ

ひ
と
つ
に
人
だ
か
り
」

と
言
う
句
が
あ
る
と
新
聞
に
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
勿

論
現
代
に
は
釣
瓶
な
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
今
年
の
夏
は

猛
烈
な
暑
さ
で
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
て
、
同
窓
会
の
焼
津

支
部
は
平
成
22
年
７
月
に
総
会
を
開
催
し
て
以
来
３
年
が

経
過
い
た
し
て
お
り
、
先
日
有
志
が
集
ま
り
支
部
の
役
員

会
を
８
月
31
日
開
催
す
る
べ
く
計
画
・
実
施
を
い
た
し
ま

し
た
。
会
は
21
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
本
部
総
会
の
折

発
表
さ
れ
た
校
歌
・
応
援
歌
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
映
し

出
し
全
員
で
久
し
ぶ
り
に
校
歌
を
斉
唱
し
和
や
か
に
会
を

進
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
尚
私
達
の
役
員
会
で
は

焼
津
支
部
の
総
会
を
今
年
の
11
月
23
日
実
施
す
る
こ
と
を

決
定
す
る
と
と
も
に
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
選
手
権
大
会
で
活

躍
す
る
こ
と
を
祈
り
、
加
え
て
来
年
度
に
実
施
さ
れ
る
90

周
年
記
念
事
業
に
全
面
的
協
力
を
誓
い
散
会
い
た
し
ま
し

た
。

永
田
　
實
治
（
36
回
）

焼
津
支
部

本
年
２
月
９
日
（
土
）
藤
枝
支
部
第
３
回
役
員
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

藤
枝
支
部
は
地
元
で
も
あ
り
多
数
の
会
員
が
在
住
し
て

い
る
為
、
藤
枝
支
部
の
活
動
方
針
と
し
て
３
年
に
１
度
の

藤
枝
大
祭
り
の
年
に
役
員
総
会
を
開
く
こ
と
に
決
定
し
て

お
り
ま
す
。

今
年
は
丁
度
そ
の
年
に
当
た
り
、
組
織
充
実
の
た
め
、

副
支
部
長
に
新
た
に
村
松
英
昭
（
41
回
）
氏
が
選
出
さ
れ
、

ま
た
新
た
に
前
支
部
長
の
石
田
哲
夫
（
27
回
）
氏
や
藤
枝

市
長
、
北
村
正
平
（
38
回
）
氏
を
含
め
６
人
の
方
が
顧
問

と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

槇
田
同
窓
会
長
、
北
村
藤
枝
市
長
の
ご
祝
辞
の
後
、
音

楽
講
演
会
と
し
て
遠
藤
久
仁
雄
（
41
回
）
氏
に
講
演
を
お

願
い
致
し
ま
し
た
。
学
校
の
教
員
を
退
職
後
、
音
楽
活
動

を
続
け
て
お
り
、
そ
の
さ
わ
や
か
な
ト
ー
ク
と
歌
声
に

す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
藤
枝
東
高
時
代
の
思
い
出
話
は
、
会
員
の
皆
さ

ん
も
そ
の
こ
ろ
の
自
分
を
思
い
出
し
、
懐
か
し
そ
う
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

小
山
　
明
良
（
36
回
）

藤
枝
支
部

＊同窓会事務局からのお願い＊
　事務局では会員の皆様の連絡先をデータベース化し、きちんと会報がお手元
に届くように努力しております。連絡先に変更のある場合は、下記までご一報
ください。なお、公表その他目的外の使用は致しません。同窓会・同期会等の
集まりを開催の場合は、是非同窓会ホームページをご利用ください。
　各支部別に、企業・団体内の同窓会組織の掘り起こしを行いたいと考えてお
ります。

　〈同窓会事務局〉
〒426-8577　藤枝市天王町 1-7-1　静岡県立藤枝東高等学校同窓会事務局
TEL 054-645-3527　　FAX 054-645-3529
メールアドレス：fh-dousoukai@cy.tnc.ne.jp
ホームページ：http://www.fujiedahigashi.jp/

（毎週月・水・金　午前中　事務員〔青島〕が在席しております。）
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